
進化論の歴史に学ぶ
新知見の受け入れられ方
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公開シンポジウム「新知見の扱いとその活用」
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進化論の歴史に学ぶ
新知見の受け入れられ方

結論：紆余曲折のかたまり
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• イギリスの自然科学者。卓越し
た地質学者・生物学者で、種の
形成理論を構築。

• 1859年に『種の起源』初版を発
表。

チャールズ・ロバート・ダーウィン（Charles Robert 
Darwin), 1809年2月12日 - 1882年4月19日）
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• 彼以前にも「生物は進化してきた」と考える人は多くいた。
ただ、進化の要因としては「獲得形質の遺伝」ぐらいしか考
えられておらず、要因抜きに進化だけ論じる人も多かった。

ダーウィン『種の起源』の何が新しかったのか

生物の進化を主
題とした最初の

科学的著作

進化から「目
的」を排した

進化の要因は自然選択

豊富な実例に
よって裏付けた



学界旧世代は反発した。

「人類を野獣におとしめるものである」（地質
学者セジウィック）。若手は歓迎。応援を買っ

て出る若手（ハクスリーら）も。

教会も反発。

「生物はあるとき神様が創造。人間は最後に創
造され、神によって特別な地位を与えられた」

社会の大半は教会と同じように考えていたのに
過剰に受け入れ。ハーバード・スペンサーの著
作が広く読まれ、ダーウィン進化論とは異なる

「社会的ダーウィニズム」が19世紀に流行
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• イギリスの博物学者、生物学者、探検
家、人類学者、地理学者。

• チャールズ・ダーウィンとは別に自身
の自然選択を発見し、ダーウィンの理
論の公表を促した。19世紀の主要な進
化理論家の一人。

アルフレッド・ラッセル・ウォレス（Alfred Russel 
Wallace, 1823年1月8日 - 1913年11月7日）
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『チャールズ・ダーウィンの生涯』（松永俊男）

しかし、同じ「自然選択」でも

無目的な自然現象
（ダーウィン）

超越者（＝神）の
手段（ウォレス）

教会はウォレス流の解釈
のもとでダーウィンの進
化論を受け入れていった



日本学術会議公開シンポジウム 9

『種の起源』から約150年たった今

学界では進化の要因については議論が続いたが、
1940年代には「自然選択説」で決着。今もダー

ウィンの正しさは広く認められている

進化論を信じない人たちがいて、学校で進化論を
教えるかをめぐり何度も裁判が起こされた。カン

ザス州では一時、高校の必修から進化論が消えた。

学校では普通に教えているはずなのに、
なんとなく理解している人が多数。

誤解、偏見、無理解も多い。
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つい最近あらわになった誤解、無理解の実例
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現代の生物学における「進化」

• 「集団のなかに方向性のない変異をたくさん生み出し、その中
から自然選択された一部のみを次世代に伝える」という過程に
よって「生物は時間とともに変わってきた」ことを「進化」と
いう。

• 「進歩」（時とともにだんだん良くなる）ではない。

• 「前進」してきたわけでもない。

• 「あらかじめ決められた道筋」を進んだわけでもない。

日本学術会議公開シンポジウム 13

自民党が理解
していない



星も「進化」する

• 星間物質が集まって中心部の温度が上昇し核融合反応が始まる
と恒星となる。太陽ぐらいの質量ならやがて赤色巨星になり、
最後は白色矮星になる。太陽の8倍以上質量があると最後は超
新星爆発を起こし、中性子星やブラックホールになる。

• こうした「進化」の道筋は、最初に集まってきた星間物質の質
量次第で決まっている。

• 星の進化は「予測通りに前進していくこと」。生物学でいう
「進化」、つまり「固有の方向性を欠く予測できない変化」と
は違う。

• 自民党だけでなく天文学者も「進化」を誤解している？！
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「進化」という用語

• 使い始めたのはハーバード・スペンサー

• 進化(evolution)の元となったラテン語の意味は、「あらかじめ
仕込まれた順序で時間とともに一方向に開いていく」（シダの
巻いている若葉が外向きに開いていく、というのが原義）

• ダーウィンは、「固有の方向性を欠く予測できない変化」を
「進化（evolution）」と呼べず、「転成（transmutation）」
や「変化をともなった由来（descent with modification)」を
使用。しかし、スペンサーが「進化」を広めたので、あとに
なってダーウィンも「進化」を使うようになった。
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進化生物学者スティーブ
ン・グールドさんによる
学術用語「進化」の総括
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・天文学者は語源的に正しい
元の意味を守っている。

・進化学者による再定義は、
生命史の中心をなす革命的な
概念を表すもの

『ぼくは上陸している（下）』から

2000年７月31日付朝日新聞



20年前のインタビュー
の印象的な言葉
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2000年７月31日付朝日新聞

「進化理論からは人間の行動についてどん
な道徳規範も引き出せないと考えています。
十九世紀の人々は、人間の行動に進化論を
当てはめたこと自体が間違っていた」

「道徳に対して科学は無力だ」

「戦争をさせる遺伝子などというものはあ
りません。人間は、戦争をする能力も平和
でいる能力も、両方持っているのです」

「進化論から知ることができるのは、人間
はどんな状況にも対応できる柔軟性に富ん
だ生物種だということだけです」



脱線しました。
新知見に戻ります。
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今西進化論（棲み分け理論）という新知見
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• 今西 錦司（1902年1月6日 - 1992年6月15日）
日本の生態学者、文化人類学者、登山家。京
都大学名誉教授、岐阜大学名誉教授。

• 京都帝大で生物学を学び、日本の霊⾧類学の
創始者として名高い。多くの弟子を育てた。

• 戦後、ダーウィンの自然選択に異を唱える
「棲み分け理論」を展開。

「生物は棲み分けによって調和のとれた社会を
創っている。種社会を構成している個体は、変
わるべきときがきたら一斉に変わる」



今西進化論

• 言論界ではもてはやされた。

• しかし、生物学者たちは科学理論としては受け止めなかった。

• 生物学者たちは反論もしなかった。

• 結果として一般社会では「ダーウィン進化論と対立する今西進
化論という理論が日本で生まれた」とずっと理解していた。
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科学哲学者伊勢田哲治さん
のインタビュー記事
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2007年4月6日付朝刊科学面

「今西進化論」も「疑似」例の一つ

・・「今西進化論」は、伊勢田さ
んから見れば疑似科学だ。

・・だが生物学者の間では科学理
論ではないとみなされている。「生
物は特定の方向にいっぺんに変わる、
というだけで、メカニズムについて
の説明がない。だからテストもでき
ない。反証のしようがないのです」



分子進化の中立説という新知見

• 集団遺伝学者の木村 資生（きむら もとお、
1924年11月13日 - 1994年11月13日）が、1968
年に「分子進化の中立説」をNatureに発表

• 「分子レベルの進化の大部分は、良くも悪くも
ない中立な突然変異が偶然集団中に広がること
によって起こる」という説。

• 1969年 キングとジュークスが「非ダーウィン
進化」という論文を発表、中立進化の妥当性を
論じる。タイトルが刺激的だったため、大きな
論争が巻き起こった。

• 1970年代に入り、DNAの塩基配列のデータが
続々と発表される→中立説を裏付けるデータ
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大きな論争を巻き起こしつつも、比較的
素早く受け入れられた

• 1968年 ネイチャーに発表
• 1968年 日本学士院賞
• 1973年 全米科学アカデミー外国人会員に選出
• 1976年 文化勲章・文化功労者
• 1982年 日本学士院会員
• 1987年 朝日賞
• 1988年 国際生物学賞
• 1992年 ダーウィン・メダル（英国王立協会が優れた生物学者

に贈る賞。第一回はウォレス、第三回はハクスリーが受章。木
村はいまのところ唯一の日本人受章者）

日本学術会議公開シンポジウム 23



中立説にはばまれた新知見「ほぼ中立説」

• 太田 朋子（おおた ともこ、1933年9月7日 - ）が
1972年に単独でネイチャーに発表した「分子進化の
ほぼ中立説」

「突然変異」をどうクラス分けするか？
自然淘汰説 ほとんどが有害、少しだけ有利
中立説 有害より中立の方が多い、有利は少し
ほぼ中立説 有利と有害を足した「淘汰」と「中立」

「ほぼ中立」が同じぐらいずつ存在
ほぼ中立とは、弱い効果（有害にせよ有利にせよ）を
もつこと。大きい集団では効果がきくが、小さい集団
では中立的になる。進化速度が集団のサイズによって
変わる（小集団は進化が速い）ことが予想される。
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10日、11日午前10時
公開の『論座』記事
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公開から48時間は
どなたでも無料で
最後まで読めます。



明日の記事に掲載される太田さんの証言

• 私は木村先生の中立説ではうまく説明できない点があると気に
なって、中立な変異のほかに少し有利、少し有害といった弱い
効果をもつ『ほぼ中立』な変異もあると考えると問題点が解決
すると気づいたんです。ところが、その話をすると、木村先生
や同僚の研究者たちからえらく批判され、議論をしようとして
もけんかみたいになってしまった。それで黙って投稿しました。
幸い、すぐにネイチャーに論文が掲載されたのですが、それで
も相手にしてもらえない時期が⾧く続きましたよ。

• 国内ではみんな中立説を信奉するようになってしまって、中立
説で全部説明できると思っちゃったんですよ。私の説は中立説
をわかりにくくしただけと受け止められた。木村先生だけでな
く、ほとんどの集団遺伝学者から批判されました。だいたい、
中立説とほぼ中立説の違いがわからない人も多いですし、私を
サポートしてくれる人は少数派でした
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認められたのはここ数年のこと

• 2009年はダーウィン生誕200年で、そのときに進化に関する解
説論文がネイチャーにいくつかでましたが、私の名前なんて一
つも出てこなかった。がっかりしたのを覚えています。（『論
座』での太田さんの証言）

• 2015年にクラフォード賞＝1980年創設。スウェーデン王立科
学アカデミーが選考。ノーベル賞が扱わない天文学と数学、地
球科学、生物科学（環境や進化の分野）を対象とする＝受賞。

• 2016年 文化勲章
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ちなみに、ウィキペディアの記述は
間違っています
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• 木村資生による、遺伝子の「分子進化の中立説」（Kimura 
1968,1969）発表後、木村資生と共同で中立進化説の基礎固めを
行い、その業績によりクラフォード賞を受賞した。

• 正しくは、

木村とは独立に「分子進化のほぼ中立説」（1972）を発表した業
績によりクラフォード賞を受賞した。



新知見「ほぼ中立説」がなかなか認めら
れなかったのはなぜか

• 要因１ 女性への偏見
• 要因２ 権威になびきがちな日本人の習性
• 要因３ もしかして保身？
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新知見「ほぼ中立説」がここ10年ほどで
認められるようになったのはなぜか
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進化論の歴史に学ぶ
新知見の受け入れられ方
ダーウィン進化論

今西進化論
木村中立説

太田ほぼ中立説
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それぞれ紆余曲折



進化論の歴史に学ぶ
新知見の受け入れられ方

結論：紆余曲折のかたまり
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ご清聴ありがとうございました。
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https://webronza.asahi.com/


